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後
藤
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法
学
部
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授
/
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所
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)

後
藤
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(
文
学
部
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授
/
ア
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研
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所
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究
員
)

(
社
会
学
部
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授
/
現
代
社
会
総
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究
所
研
究
員
)

小
林
修

斎
藤

洋
(
法
学
部
教
授
/
現
代
社
会
総
合
研
究
所
研
究
員
)

三
沢
伸
生
(
社
会
学
部
助
教
授
/
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
員
)

進
(
国
際
地
域
学
部
助
教
授
/
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究

子
島

員
)

東
長

靖
(
京
都
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究

科
助
教
授
・
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
)

赤
堀
雅
幸
(
上
智
大
学
外
国
語
学
部
助
教
授
・
ア
ジ
ア
文
化
研
究

所
客
員
研
究
員
)

昨
今
の
世
界
情
勢
に
如
実
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
代
の
国
際
社
会
に
お
い
て
、

イ
ス
ラ
l
ム
世
界
の
存
在
は
極
め
て
重
要
な
問
題
と
し
て
浮
上
し
て
き
て
い
る
。
現
在

は
キ
リ
ス
ト
教
世
界
と
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
と
の
摩
擦
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

日
本
を
含
め
た
ア
ジ
ア
世
界
に
お
い
て
も
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
と
の
関
係
は
重
要
で
あ
る
。

本
研
究
は
、
イ
ス
ラ
l
ム
教
の
宗
教
意
識
や
、
イ
ス
ラ
l
ム
法
と
い
っ
た
伝
統
的
価
値

規
範
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
て
、
そ
れ
が
現
今
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
し
て
持

続
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
は
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
き
で
い
る
の
か
を
、
総
合
的
に
研

究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
研
究
期
間
内
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
l
ム
の
根
本
的
価
値
観
を
表
象
す

る
形
で
伝
統
的
価
値
規
範
を
形
成
し
て
い
る
、
司
法
と
い
う
公
的
・
外
的
な
側
面
と
し

て
の
「
イ
ス
ラ
l
ム
法
」
、
精
神
的
・
内
的
な
側
面
と
し
て
の
「
聖
者
信
仰
・
ス

l
フ
イ

ズ
ム
」
の
二
つ
の
面
に
つ
い
て
、
イ
ス
ラ
l
ム
を
専
門
と
す
る
五
人
の
専
任
・
客
員
研

究
員
と
、

ア
ジ
ア
法
・
国
際
法
に
精
通
す
る
二
名
の
研
究
員
、
社
会
学
的
見
地
か
ら
社

会
に
お
け
る
伝
統
的
規
範
の
有
り
様
を
研
究
す
る
一
名
の
研
究
員
の
共
同
作
業
に
よ
っ

て
、
調
査
・
解
明
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

イ
ス
ラ
l
ム
世
界
に
お
け
る
伝
統
規
範
を
考
え
る
上
に
お
い
て
、
現
地
に
お
け
る
フ
ィ
l

ル
ド
ワ
l
ク
経
験
を
豊
富
に
有
す
る
文
化
人
類
学
研
究
者
、
そ
し
て
ア
ラ
ビ
ア
語
・
ベ

ル
シ
ア
語
・
ト
ル
コ
語
に
よ
る
イ
ス
ラ
l
ム
古
典
に
精
通
す
る
イ
ス
ラ
l
ム
思
想
・
宗

教
研
究
者
と
の
共
同
研
究
が
不
可
欠
で
あ
る
。
子
島
は
ベ
ル
シ
ア
語
・
ウ
ル
ド
ゥ

l
語

圏
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
専
門
と
す
る
地
域
研
究
者
・
文
化
人
類
学
者
で
あ
り
、
ア

ラ
ブ
圏
を
専
門
と
す
る
赤
堀
が
組
織
に
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
文
化
人
類
学
研
究
が
磐

石
に
な
る
。
束
長
は
国
内
ば
か
り
か
国
際
的
に
も
評
価
を
得
る
思
想
・
宗
教
研
究
者
で

あ
り
、
ま
た
本
学
東
洋
大
学
が
前
任
校
と
い
う
経
歴
か
ら
、
全
面
的
な
協
力
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
後
藤
(
明
)

沢
は
歴
史
学
研
究
者
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
ラ

ブ
圏
・
ト
ル
コ
圏
を
専
門
と
し
て
研
究
を
展
開
し
て
お
り
、
赤
堀
・
東
長
と
も
古
い
知

己
で
あ
る
。
こ
う
し
て
外
部
の
二
人
を
加
え
て
五
人
の
イ
ス
ラ
l
ム
研
究
者
の
体
制
を

と
り
、
二
人
の
法
学
者
・
一
人
の
杜
会
学
者
と
共
同
し
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
の

た
め
に
、
理
想
的
な
体
制
を
作
り
上
げ
た
。

ム

ノ、



〈
研
究
経
過
》

〈
報
告
〉
平
成
一
八
年
度
「
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
に
お
け
る
伝
統
的
秩
序
規
範
の
持
続
と
変
容
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

て
い
き
た
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
初
年
度
で
あ
る
平
成
十
七
年
度
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
l
ム
法
の

持
続
と
変
容
過
程
の
研
究
を
、
子
島
に
よ
る
パ
キ
ス
タ
ン
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
け

る
宗
教
寄
進
(
ワ
ク
フ
)
制
度
の
実
態
研
究
を
中
心
に
進
め
る
一
方
で
、
イ
ス
ラ
1
ム

世
界
の
東
端
で
あ
る
東
南
ア
ジ
ア
、
特
に
タ
イ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
斎
藤
を
派
遣
し
て
、

両
国
に
お
け
る
少
数
派
イ
ス
ラ
l
ム
教
徒
社
会
が
隣
接
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ

1

シ
ア
な
ど
域
内
の
イ
ス
ラ

1
ム
大
国
と
の
影
響
下
に
お
い
て
伝
統
的
イ
ス
ラ
1
ム
価
値

規
範
を
い
か
に
し
て
国
家
法
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
の
研
究
を
進
め
た
。
両
調
査

を
も
と
に
、
後
藤
武
秀
に
よ
っ
て
華
人
の
伝
統
的
規
範
と
の
比
較
、
小
林
に
よ
る
日
本

社
会
の
伝
統
的
価
値
規
範
と
の
比
較
を
進
め
た
。

聖
者
信
仰
・
ス
l
フ
イ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
赤
堀
・
東
長
両
客
員
研
究
員
を
中
心
に

進
め
、
後
藤
明
・
三
沢
を
交
え
て
、
思
想
研
究
・
文
化
人
類
学
研
究
の
成
果
を
歴
史
学

的
に
解
釈
し
て
、
そ
の
持
続
と
変
容
に
関
す
る
研
究
を
進
め
た
。
四
人
の
討
論
に
基
づ

き
年
度
末
に
東
長
が
ト
ル
コ
に
出
張
し
て
、
補
完
研
究
を
展
開
し
た
。

《
次
年
度
の
研
究
課
題
》

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
の
初
年
度
で
あ
っ
た
が
、
期
待
以
上
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
出

来
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
イ
ス
ラ
l
ム
法
と
伝
統
的
価
値
規
範
と
の
希
離
・
離
反
・

相
克
状
況
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
で
伝
統
的
価
値
規
範
の
持
続
と
変
容
の
研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
。
と
り
わ
け
子
島
の
進
め
る
ワ
ク
フ
研
究
と
斎
藤
の
東
南
ア
ジ
ア
イ
ス

ラ
1
ム
法
研
究
の
成
果
を
結
び
付
け
て
い
き
た
い
。

聖
者
信
仰
・
ス
l
フ
イ
ズ
ム
研
究
で
は
、
初
年
度
の
ト
ル
コ
を
中
心
と
し
た
研
究
成

果
を
踏
ま
え
、
赤
堀
・
後
藤
明
を
中
心
に
ア
ラ
ブ
地
域
に
お
い
て
そ
の
比
較
検
討
を
行
つ

一ムハ

《
研
究
成
果
〉

一
.
学
会
お
よ
び
口
頭
発
表

*
子
島
進
「
イ
ス
ラ
1
ム
と
N
G
O
活
動
|
ア
1
ガ
1
・ハ

l
ン
開
発
ネ
ッ
ト
ワ
l

ク
と
現
代
イ
ス
マ

1
イ
l
ル
派
」
社
団
法
人
イ
ス
ラ
ム
協
会
公
開
講
演
会
。
二

O

O
五
年
四
月
三

O
日
。
東
京
大
学
。

*
子
島
進
「
ワ
ク
フ
の
現
代
的
活
用
に
よ
る
イ
ス
ラ
l
ム
復
興
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス

タ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
け
る
ハ
ム
ダ
ル
ド
財
団
の
展
開
」
日
本
南
ア
ジ
ア

学
会
第
一
八
回
全
国
大
会
。
二

O
O
五
年
十
月
二
日
。
龍
谷
大
学
。

*
子
島
進
「
現
代
的
ワ
ク
フ
の
挑
戦
l
ハ
ム
ダ
ル
ド
財
団
(
パ
キ
ス
タ
ン
)

の
事
例

か
ら
」
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
所
内
研
究
会
。
二

O
O
六
年
一
月
十
四
日
。

東
洋
大
学
。
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*
束
長
靖
「
オ
ス
マ
ン
帝
国
期
の
ス
l
フ
イ
ズ
ム
|
ボ
ス
ネ
ヴ
ィ
ー
を
中
心
と
し
て
」

(
学
会
発
表
)
日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
第
四
十
七
回
大
会
(
二

O
O
五
年
十
月
三

O
日
)

*
束
長
靖
「
イ
ス
ラ
l
ム
の
こ
と
、
知
っ
て
ま
す
か
?
」
(
学
術
講
演
)
ヮ“ハ
U
n
U
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年
河
合
塾
文
化
講
演
会
、
河
合
塾
京
都
校
、
二

O
O
五
年
六
月
二
十
日
。

二
.
論
文
等
著
作
物

*
子
島
進
「
N
G
O
を
通
し
て
見
る
イ
ス
ラ
l
ム
復
興
|
パ
キ
ス
タ
ン
の
事
例
を
中

心
に
」
『
杜
会
人
類
学
年
報
』
三
十
一
号
、
六
十
一

1
九
十
一
頁
。

*
赤
堀
雅
幸
「
聖
者
祭
の
風
景
か
ら

1
等
身
大
の
イ
ス
ラ
l
ム
を
と
ら
え
る
た
め
に
」

イ
ス
ラ
l
ム
地
域
研
究
2

『U
P
』
三
九
四
号
(
八
月
号
)
、
十
四
j
十
九
頁
、

二
O
O
五
年
。

*
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中
*
東
長
靖
「
神
秘
主
義
文
献
の
継
承
と
教
団
の
系
譜
」
、

『
創
文
』
、
創
文
社
、
二

O

O
五
年
十
月
号
、
十
一

1
十
四
頁
。

*
小
林
修

「
考
古
学
か
ら
社
会
学
へ

1
8
8
2
を
め
ぐ
る
横
断
的
考
察
|
」
「
東

洋
大
学
社
会
学
部
紀
要
」
四
一
一
一
ー
ー
一
号
、
二

O
O
五
年
十
二
月
、
一
二
十
九

1
六
十

頁
*
藤
藤
洋
・
佐
藤
俊
一

(
共
著
)
「
東
南
ア
ジ
ア
法
研
究
の
基
礎
資
料
と
し
て
の
研

究
者
要
覧
l
タ
イ
王
国
・
国
際
公
法
編
|
」
(
研
究
資
料
)
東
洋
大
学
現
代
社
会

総
合
研
究
所
「
現
代
社
会
研
究
』
第
三
号
(
二

O
O
六
年
三
月
)
所
収

一
一
一
.
そ
の
他

2
2司
印
』
六
五
四
号
、
二

O
O
五
年
。

*
赤
堀
雅
幸
「
世
界
の
喫
茶
庖
/
打
。

F巾
ω
宮
官
。
同
匹
。
君
。
円
E
α
」
『
〉
の
F
C
ω

*
ア
ピ
ラ
l
ト
・
パ
ッ
チ
シ
リ
著
(
粛
藤
洋
一
訳
)

巻
一

O
七
号
(
二

O
O
六
年
三
月
)
所
収

〉
∞
出
〉
Z
の
法
文
化
に
関
す
る
覚
書
i
」
東
洋
大
学
法
学
会
『
東
洋
法
学
』
通

「
法
の
支
配
と
伝
統
社
会

〈
報
告
〉
平
成
一
八
年
度
「
イ
ス
ラ
I
ム
世
界
に
お
け
る
伝
統
的
秩
序
規
範
の
持
続
と
変
容
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ム

ノ、



ト
ル
コ
に
お
け
る
イ
ス
ラ

l
ム
伝
統
的
秩
序
規
範
の
関
係
文
献
調
査

〈
報
告
〉
平
成
一
八
年
度
「
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
に
お
け
る
伝
統
的
秩
序
規
範
の
持
続
と
変
容
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

世
紀
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
最
盛
期
を
過
ぎ
た
時
期
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
学
芸
は
充

ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員

東

長

靖

期

二
O
O
六
年
二
月
一
八
日

1
一
一
一
月
四
日

間

調
査
地

ト
ル
コ

(
イ
ス
タ
ン
プ
ル
)

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
私
は
「
伝
統
的
秩
序
規
範
」
の
一
形
態
と
し
て
の
ス
l

フ
イ
ズ
ム

(
イ
ス
ラ
l
ム
神
秘
主
義
)
を
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
期
に
お
い
て
検
討
す
る
こ

と
を
任
務
と
し
て
い
る
。
前
近
代
イ
ス
ラ

I
ム
世
界
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ

1
ム
法
学
お

よ
び
そ
の
担
い
手
で
あ
る
ウ
ラ
マ

l
と、

ス
l
フ
イ
ズ
ム
お
よ
び
そ
の
担
い
手
で
あ
る

ス
l
フ
ィ
ー
を
、
伝
統
的
秩
序
規
範
の
代
表
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
に
、
お
そ
ら
く
異
論

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
両
者
を
、
相
反
す
る
存
在
の
よ
う
に
捉
え
る
見
解
も
過
去
に

は
存
在
し
て
い
た
が
、
今
日
で
は
こ
の
両
者
は
相
互
補
完
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え

る
の
が
通
説
で
あ
る
。

平
成
一
七
年
度
に
お
い
て
は
、

ス
l
フ
イ
ズ
ム
に
お
け
る
重
要
な
思
想
的
潮
流
で
あ

る
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ピ

l
学
派
の
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
期
に
お
け
る
発
展
を
た
ど
る
と
と
も

に
、
そ
の
文
献
(
ア
ラ
ビ
ア
語
・
ト
ル
コ
語
手
書
き
写
本
)

の
調
査
を
遂
行
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
海
外
調
査
を
実
施
し
た
。

具
体
的
に
は
、
ト
ル
コ
共
和
国
の
首
都
イ
ス
タ
ン
プ
ル
の
図
書
館
に
お
い
て
、
写
本

調
査
を
行
っ
た
。
ス
レ
イ
マ
ニ
エ
図
書
館
本
館
と
同
図
書
館
の
分
館
で
あ
る
キ
ョ
プ
リ
ユ

リ
ュ
図
書
館
、
お
よ
び
ミ
ッ
レ
ト
国
書
館
に
お
い
て
、

一
七
世
紀
の
ス

l
フ
ィ

1
、

ブ
ド
ウ
ツ
ラ
l
・
ボ
ス
ネ
ヴ
ィ

l
の
生
涯
と
著
作
に
関
す
る
調
査
に
従
事
し
た
。

七

一
六
四

実
し
て
お
り
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ピ

I
学
派
の
思
想
も
活
発
に
展
開
さ
れ
た
。
ボ
ス
ネ
ヴ
ィ
l

は
、
こ
の
時
期
の
最
も
重
要
な
思
想
家
で
あ
り
、
そ
の
検
討
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
期
の

ス
l
フ
イ
ズ
ム
の
全
体
像
に
迫
る
第
一
歩
と
し
て
大
き
な
意
義
を
有
す
る
。

こ
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
、
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
に
お
け
る
伝
統
的
秩
序
規
範
の
主
た
る

担
い
手
で
あ
っ
た
が
、
近
現
代
に
至
っ
て
そ
の
体
制
は
ゆ
ら
ぎ
、

つ
い
に
は
二

O
世
紀

に
崩
壊
し
、
政
教
分
離
を
国
是
と
す
る
ト
ル
コ
共
和
国
の
成
立
へ
と
至
る
。
オ
ス
マ
ン

帝
国
の
ス

l
フ
イ
ズ
ム
を
語
る
こ
と
は
、
伝
統
的
秩
序
規
範
の
持
続
と
変
容
を
語
る
こ

と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
の
分
野
の
研
究
は
、
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
情
報
を
一
次

資
料
か
ら
掘
り
起
こ
し
て
く
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
さ
ら
に
継
続
的
な
調
査
・
検
討
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ア



シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
タ
イ
に
お
け
る
法
規
範
と
宗
教
規
範
の
関
係
調
査

現
代
社
会
総
合
研
究
所
研
究
員

斎

藤

洋

期

二
O
O
五
年
八
月
二
十
七
日
1
九
月
六
日

間

調
査
地

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
お
よ
び
タ
イ
(
バ
ン
コ
ク
)

1
.
概
要

東
洋
大
学
研
究
所
問
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
お
よ
び
現
代
総
合
研
究

所
)
「
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
に
お
け
る
伝
統
的
秩
序
規
範
の
持
続
と
変
容
」
の
一
環
と
し

て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
及
び
バ
ン
コ
ク
(
タ
イ
)
に
赴
き
、
①
法
規
範
と
宗
教
規
範
と
の

関
連
を
研
究
す
る
た
め
に
基
礎
と
な
る
資
料
を
収
集
し
、
②
現
地
研
究
者
と
の
協
力
関

係
を
築
く
た
め
の
準
備
と
し
て
、
研
究
者
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
た
め
に
、
現
地
研
究
者

の
協
力
を
求
め
た
。

そ
の
た
め
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
既
に
提
出
済
み
の
予
定
表
に
沿
っ
た
も
の
と
な
っ

た
が
、
特
に
期
待
を
し
て
い
た
八
月
二
十
八
日
の
目
立
プ
ラ
ン
ト
篠
原
勉
氏
と
の
シ
ン

ガ
ポ

1
ル
に
お
け
る
面
談
は
、

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
l
ル
に
お
け
る
同
社
(
支
社
)

へのム一品

計
検
査
の
た
め
、
同
氏
以
下
の
社
員
が
動
員
さ
れ
て
し
ま
い
、
初
期
の
計
画
を
資
料
収

集
に
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
し
ま
っ
た
。

し
か
し
バ
ン
コ
ク
に
お
い
て
は
、
高
橋
正
樹
(
新
潟
国
際
情
報
大
学
)
教
授
の
協
力

に
よ
り
、

タ
マ
サ
l
ト
大
学
法
学
部
の
∞
ロ
含
助
教
授
か
ら

T
Z
5ロ
教
授
を
紹
介
さ

れ
る
と
い
う
非
常
に
有
益
な
人
的
接
触
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
教
授
と
の
面
談
で
、

予
定
し
て
い
た
タ
イ
の
研
究
者
(
今
回
は
国
際
公
法
)

リ
ス
ト
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

〈
報
告
〉
平
成
一
八
年
度
「
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
に
お
け
る
伝
統
的
秩
序
規
範
の
持
続
と
変
容
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

一
六
五

き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
同
教
授
か
ら
チ
ユ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
法
学
部
・
大
学
院
の

ω島
宏
助
教
授
を
紹
介
さ
れ
た
が
、
今
回
は
残
念
な
が
ら
政
府
の
仕
事
で
バ
ン
コ
ク
に

は
不
在
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
特
に
バ
ン
コ
ク
で
学
会
に
お
い
て
も
重
要
な
人
物
と
面
談
で
き
、
今
後

の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
の
貴
重
な
下
準
備
が
で
き
た
こ
と
は
、
今
回
の
渡

航
の
最
大
の
成
呆
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

2
.
成
果

以
下
の
点
が
、
今
回
の
資
料
収
集
及
び
』
三
日

S
教
授
と
の
面
談
で
明
ら
か
と
な
っ

た。①
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
及
び
バ
ン
コ
ク
に
お
け
る
資
料
収
集
(
英
語
資
料
)

の
過
程
で
、
タ

イ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
韓
国
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の
研
究
者
に
よ
る
共
著
は
多
数
あ
っ

た
が
、
比
較
し
て
日
本
人
研
究
者
の
参
加
し
て
い
る
研
究
書
が
皆
無
で
あ
っ
た
点
は
、

今
後
の
東
南
ア
ジ
ア
を
含
む
宗
教
規
範
の
研
究
に
お
い
て
、
世
界
レ
ベ
ル
の
研
究
と
い

う
意
味
で
考
慮
す
べ
き
点
で
あ
る
。

②
タ
イ
に
お
け
る
国
際
公
法
の
学
会
は
存
在
す
る
が
、
そ
の
学
会
員
は
タ
イ
全
土
で
ニ

十
七
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
純
粋
な
意
味
で
の
国
際
公
法
学
者
以
外
の
国
際
私
法

等
の
研
究
者
も
含
ま
れ
て
い
る
。
学
会
は
年
一
回
の
活
動
で
あ
る
が
、
参
加
者
は
約
十

人
名
程
度
で
あ
り
、
日
本
の
研
究
会
の
よ
う
な
実
態
で
あ
る
。
国
際
公
法
に
関
し
て
は

学
会
誌
は
発
行
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
充
分
な
名
簿
も
な
く
、
日
本
の
学
会
誌
に
お
け

る
よ
う
な
研
究
業
績
一
覧
も
存
在
し
て
い
な
い
。

③
タ
イ
の
国
際
公
法
研
究
者
は
タ
マ
サ
l
ト
大
学
に
八
名
、
チ
ユ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
に



七
名
、
そ
の
他
の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
に
二

1
三
名
で
あ
り
、
タ
マ
サ

1
ト
大
学
と
チ
ユ

〈
報
告
〉
平
成
一
八
年
度
「
イ
ス
ラ
1
ム
世
界
に
お
け
る
伝
統
的
秩
序
規
範
の
持
続
と
変
容
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

部
の

『
東
洋
法
学
』
第
四
九
巻
第
二
号
(
二

O
O
六
年
コ
一
月
)
に
、
「
法
の
支
配
と
伝

ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
の
二
校
で
ほ
ぼ
全
員
を
網
羅
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

④
タ
マ
サ
l
ト
大
学
に
所
属
す
る
国
際
公
法
学
者
は
、

フ
ラ
ン
ス
に
留
学
す
る
者
が
大

半
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
チ
ユ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
で
は
英
米
に
留
学
し
た
者
が
多
く
い

る
の
も
、
大
学
の
性
格
上
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。

⑤
現
在
タ
イ
政
府
に
正
式
に
認
定
さ
れ
て
い
る
法
学
の
学
術
誌
は
タ
マ
サ
1
ト
大
学
の

同，

E
B
B
g
m件
戸
担
当
初
。
〈
円
。
者
だ
け
で
あ
る
。

⑥
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
関
係
が
な
い
が
、
来
年
バ
ン
コ
ク
で

V
E
Sロ
教
授
が

中
心
と
な
り
、
国
際
宇
宙
法
学
会

(
H
E
2
5
t
oロ
包
甘
住
吉
件
。
。
同
∞
宮
2
F担
当
)

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
人
的
接
触
を
機
に
、
今
後
、
同
教
授
か
ら
日
本
人

研
究
者
へ
の
協
力
が
強
く
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

⑦
最
後
に
、
今
回
の
渡
航
に
よ
っ
て
、
当
初
予
定
し
て
い
た
「
法
規
範
と
宗
教
規
範
」

と
い
う
視
点
で
は
な
く
、
例
え
ば
「
〉
ω出
〉
Z
に
お
け
る
西
欧
的
法
制
度
と
伝
統
的
社

会
と
の
対
立
と
調
和
」
と
い
っ
た
方
向
で
研
究
計
画
を
再
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
様
な
研
究
は
、
日
本
の
法
学
分
野
で
は
ほ
ぼ
未

開
発
状
態
で
あ
り
、
今
後
東
洋
大
学
の
、
他
に
は
無
い
傑
出
点
と
し
て
強
力
に
推
し
進

め
る
必
要
を
痛
感
し
た
。

以
上
の
諸
点
が
今
回
の
渡
航
で
判
明
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
今
後
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
の
下
準
備
作
業
と
し
て
は
充
分
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
国
際

公
法
の
研
究
者
リ
ス
ト
は
、
現
代
社
会
総
合
研
究
所
の
『
現
代
社
会
研
究
』
第
三
号
に

「
東
南
ア
ジ
ア
法
研
究
の
基
礎
資
料
と
し
て
の
研
究
者
要
覧
|
タ
イ
王
国
・
国
際
公
法

編
|
」
と
し
て
掲
載
し
、
ま
た
今
回
収
集
し
た
資
料
(
論
文
)

の
一
部
の
翻
訳
を
法
学

一ムハムハ

統
社
会
〉
ω同
〉
Z
の
法
文
化
に
関
す
る
覚
書
」
と
し
て
掲
載
し
た
。



イ
ス
ラ
l
ム
世
界
に
お
け
る
伝
統
的
規
範
の
持
続
と
変
容

現
代
社
会
総
合
研
究
所
研
究
員

粛

藤

洋

期

二
O
O
六
年
八
月
六
日
j
九
日

間

調
査
地

韓
国
(
ソ
ウ
ル
・
原
州
)

一
.
目
的
と
概
要

今
回
の
訪
韓
は
、
崇
賓
大
挙
校
元
教
授
の
金
斗
燥
博
士
と
面
談
し
、

ア
ジ
ア
宇
宙
機

構
の
構
想
と
、
そ
こ
に
現
れ
る
で
あ
ろ
う
宇
宙
法
及
び
宇
宙
原
則
に
組
み
込
ま
れ
て
い

る
西
欧
的
法
規
範
と
ア
ジ
ア
的
な
法
規
範
も
し
く
は
法
観
念
あ
る
い
は
法
運
用
と
の
衝

突
と
調
整
に
関
し
て
、
事
例
及
び
構
想
内
の
解
決
方
法
に
関
す
る
意
見
を
聴
聞
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
今
回
は
、
当
初
予
定
し
て
い
た
計
画
を
遂
行
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

そ
の
理
由
は
、
渡
航
直
前
に
生
じ
た
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
(
北
朝
鮮
)
に
よ
る

ミ
サ
イ
ル
発
射
(
実
験
)
に
よ
っ
て
、
面
会
予
定
の
諸
先
生
方
、
特
に
最
大
の
成
果
を

期
待
し
て
い
た
金
斗
燥
博
士
が
、
前
韓
国
航
空
宇
宙
法
皐
会
会
長
・
韓
国
の
金
一
族
団

の
副
会
長
と
い
う
立
場
上
、
政
府
関
係
の
臨
時
会
議
が
聞
か
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
当
初

予
定
し
た
通
り
の
時
間
を
取
れ
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
報
告
者
は
ホ
テ
ル
に
て
金

博
士
か
ら
の
連
絡
を
待
つ
た
め
ほ
ぼ
全
日
に
わ
た
り
待
機
状
態
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

よ
う
や
く
電
話
の
み
の
連
絡
が
取
れ
た
が
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
問
題
に
は
韓
国
の

政
府
関
係
で
は
非
常
に
関
心
(
危
機
感
)
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
そ

の
緊
迫
感
が
強
く
感
じ
ら
れ
た
。
そ
の
な
か
で
、
当
方
の
計
画
は
遂
行
で
き
な
か
っ
た

が
、
逆
に
報
告
者
が
執
筆
し
た
論
文
「
ω百
円
。
ロ
与
ユ
印
の
軍
事
利
用
と
宇
宙
平
和
利

用
原
則
」
「
東
洋
法
学
』
及
び
「
宇
宙
法
に
お
け
る
宇
宙
物
体
の
定
義
」
『
空
法
』
に
非

常
に
関
心
を
持
た
れ
、
同
論
文
を
先
方
に
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
者
は

ω
3
2

uoσ
江
田
を
宇
宙
空
間
に
お
け
る
浮
遊
機
雷
と
し
て
ミ
サ
イ
ル
防
衛
に
使
用
で
き
る
か

否
か
を
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、
何
が
宇
宙
物
体
か
を
論
じ
、
そ
れ
に
よ
っ
て

適
用
法
の
相
違
が
明
確
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
報
告
者
が
作
成
し
て
い
る

ホ
ー
ム
ベ

l
ジ
上
で
日
本
の
宇
宙
法
研
究
者
の
業
績
が
人
名
で
索
引
で
き
る
こ
と
を
伝

え
た
。
そ
れ
ら
は
当
該
ミ
サ
イ
ル
問
題
を
法
的
に
検
討
す
る
上
で
極
め
て
有
用
な
研
究

で
あ
る
と
の
意
見
を
得
た
。

二
.
成
果

①
今
回
の
渡
航
は
、
当
方
か
ら
先
方
へ
有
用
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本

計
爾
の
将
来
構
想
に
と
っ
て
の
一
助
に
な
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

②
ニ

l
ル
ス
・
マ
ル
ダ
l
の
著
書
か
ら
独
立
し
た
ひ
と
つ
の
章
を
抜
き
出
し
て
翻
訳
し
、

「
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
教
の
復
活
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

「
現
代
社
会
』
第
四
号

に
掲
載
す
る
予
定
で
い
る
(
十
一
月
に
原
稿
提
出
)
。

③
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
に
関
す
る
問
題
と
し
て
「
光
華
寮
事
件
に
関
す
る
一
考
察
」
を

「
東
洋
法
学
』
通
巻
一

O
八
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
い
る

(
原
稿
提
出
済
)
。

〈
報
告
〉
平
成
一
八
年
度
「
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
に
お
け
る
伝
統
的
秩
序
規
範
の
持
続
と
変
容
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

一
六
七


